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＊ノラ猫にエサを与えることは、 

結果的に、多くの子猫が不幸な形 

で死んでいるということを忘れて 

いませんか。 

 

 

エサを与えノラ猫を集めることで、多くの子猫が生まれてしまいます（メス猫は、 

栄養状態が良ければ、１年間に２～4回、１回に４～８頭の子猫を生みます）。 

しかし実は、生まれた子猫たちの多くは、カラスやキツネなどに食べられたり、

飢えや寒さによって死んでいるのです。母猫と離れた子猫も生きては行けません。 

子猫だけではありません、たとえ生き残って成長したとしても、その猫たちには

熾烈な生存競争が待っているのです。猫が増加し、エサの量が不足してくると飢え

に苦しみ、事故によって命を落とすこともあります。 

 

ノラ猫にエサを与えている方は、このような事実をご存じなのでしょうか。 

ただエサを与えるだけという行為が、本当に猫を愛する行為なのか、一度考えてみ

ませんか。 

 

エサを与えないのはどうしてもかわいそうだと思うのであれば、そのノラ猫を保

護し、自宅の室内で飼ってあげるか、飼ってくれる人を探しましょう。 
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